







― 批評文を書く ― 
 


























































  「書くこと」 
  ア 関心のある事柄について批評する文章を書く
こと。 
  「読むこと」 





















































        （ロ）帰納的批評 
        （ハ）科学的批評 
（２）主観的批評（イ）印象批評 
        （ロ）鑑賞批評 
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 （１）授業の対象者・実施期間・授業者   
対 象 者：山形市内の中学校３年生 34名 
実施期間：平成30年10月3日～10月23日 
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 ○冬蜂の死にどころなく歩きけり 村上 鬼城 
 ○をりとりてはらりとおもきすすきかな 飯田 蛇笏 
 ○入れ物がない両手で受ける 尾崎 放哉 
 ・みどりゆらゆらゆらめきて動く暁 荻原井泉水 
 ○冬の水一枝の影も欺かず 中村草田男 
 ・咳の子のなぞなぞあそびきりもなや 中村 汀女 
 ○戦争が廊下の奥に立ってゐた 渡辺 白泉 
 ・まだ夢はあるかききつつ木を覗く 鎌倉 佐弓 
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   咳をしても一人 
   冬蜂の死にどころなく歩きけり 
   冬の水一枝の影も欺かず 
   六月の奇麗な風の吹くことよ 
   いくたびも雪の深さを尋ねけり 
   戦争が廊下の奥に立ってゐた 
   咳の子のなぞなぞあそびきりもなや 
  ７ 
  ６ 
  ５ 
  ５ 
  ４ 
  ４ 



















































































  句のよさを評価する記述 
  表現の分析（語の意味・比喩・対比等） 
  作者の心情・状況などの想像 
  調べたこと（時代背景・作者）の記述 
  「印象」段階の記述 
  「印象」の理由 
  「印象」を覆す記述 
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  ……広告文を見た第一印象を述べている。 
・問題提起 
  ……「この広告の新しさ」という批評文の論点
を示している。 
・見方を深めて評価する 
  ……どの部分にどのような新しさがあるかを，
具体的に述べる。 
・引用 
  ……河合隼雄の言葉を引用して，自分の考えの
根拠としている。 
・まとめ（自分の考える意味づけや価値） 
  ……広告文について「インパクトのある作品だ」
と評価している。 
批評文の構成要素が，引用の仕方も含めて示されて
いる。 
生徒たちには，この批評文が，俳句の批評文を書く
ためのモデルとなっていた。 
 （３）生徒たちの「批評文」の傾向 
 生徒たちが批評文を書く対象として選んだ句は，多
様であった。２人が共通して選んだ句が２句あっただ
けで，その他は全て異なる俳句を選び，批評文を書い
ていた。生徒たちが主体的に自分の感覚に合う句を選
んだ結果と考える。 
 生徒たちは，作品に即して「解釈の切り口」を選択
し，分析していた。生徒たちの批評文の内容について
は，表２のように整理することができた。（延べ人数） 
 生徒たちは，自分が選んだ「その句のよさや特性に
ついて評価する批評文を書く」という単元の目標にそ
って，教材文の構成を参考に，最後の段落でその句の
良さを評価して文章をまとめていた。語句の意味の吟
味からイメージを広げたり，対比して考えたり，比喩
について述べたりなど，授業者が「解釈の切り口」と
述べていることが批評の観点として生かされていた。 
 生徒たちの選んだ俳句は，江戸時代から現代までの
広範囲にわたり，自由律の俳句も含まれていた。時代
背景や作者について知らなければ理解しにくい句もあ
れば，難解な語はないのに解釈が難しい句もあった。
そのため，時代背景や作者について調べて書いた批評
文もあれば，「冬蜂の死にどころなく歩きけり」，「じ
ゃんけんで負けて蛍に生まれたの」，「たんぽぽを投
げて流れに沿い歩く」などの批評文のように，時代や
作者に言及することなく，自分の観点から想像を膨ら
ませて表現分析をしている批評文もある。作者や時代
背景への言及については，文芸作品の独立性と虚構性
をどのように考えるかにも関わってくる。 
 また，批評文は主観的な解釈を深めて客観的な分析
を経た表現であることを考えれば，重要なことは，主
観的な読みがどのような過程を経て客観的，分析的読
みになるのかということである。 
 個々の生徒が自分の印象を分析して客観的な読みを
成立させるために授業で行われたことは，生徒同士が
互いに自分の選んだ句のよさを伝え合うという活動で
あった。そこでは，他者に説明したり，他者の説明を
聞いたりしているうちに，新たな気づきが生まれて読
みが深まる姿や，活動を通して「自己のルール」に気
づいている生徒たちの姿も見られた。 
 しかし，その句のわからなさに魅力を感じて選択し
た生徒の中には，交流の活動では自分の疑問を解く方
法や糸口がつかめないまま，解釈を深められずにいる
生徒もいた。例えば，「葉桜の中で遅れている時計」
を選んだ生徒にとっては，「遅れている」の解釈が課
題となったまま進まなかった。 
 井関のように，「批評を感動への深まりにつながる
はずの行為」と捉え，小林のように「批評とは人をほ
める特殊の技術」と考えるならば，対象となる句の確
かな理解が前提となる。生徒一人一人の選択を尊重し
ながら，確かな読みをどのように獲得させるか，とい
うことが批評活動の重要な課題である。 
 生徒たちの批評文をめぐって，三浦登志一は，次の
ような意見を述べた。 
・作品について論じるのが「鑑賞文」で，作者や時
代背景などに言及しているのが「批評文」である。 
・俳句の批評文は，「俳句の意味の説明」と，「視
点を定めた分析」，という構成が必要である。 
・物語や小説よりも，短歌や俳句のように短いもの
が批評しやすい。 
 この指摘に基づくと，生徒が書いた文章をすべて批
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評文と認定することはできない。今後，生徒が書いた
批評文をもとにした具体的な議論が深められて，共通
理解が生まれることが必要である。 
 また，小川（2018)は，小学生を対象とした俳句の創
作指導を通して，自身の創作経験が他者の句を評する
言葉を豊かにしていることを明らかにした。（11） 中学
校においても，俳句の創作活動と関連させた実践を通
して，批評文の指導についてさらに検討していくこと
が今後の課題である。 
 
５．まとめ 
 すでに芭蕉は，俳句には多様な評価が成立すること
を指摘している。現代の俳人も俳句批評の難しさを認
識している。歴史的にも専門的にも難しさが指摘され
ている俳句の批評を，中学生の俳句学習とするにあた
っては，様々な配慮が必要である。 
 髙橋悦男(1982)は，「若者の俳句ばなれは俳句の滅
亡につながりかねない」（12）と述べている。国語科教育
は俳人を育てることが目標ではないが，伝統的な言語
文化としての俳句に親しみ，俳句の創作を楽しむ経験
をさせることは重要な国語科の内容である。17音の世
界を表現し，その表現を味わう感性や言語感覚を育て
る学習活動は，特定の俳句観にとらわれず，学習者を
主体として俳句に親しむ心を育てることが主眼であ
る。そのためには，俳句を客観的に分析的に批評する
ことの根底に，生徒一人一人の感受性や言語感覚に対
する尊重がなければならない。 
 本研究における生徒たちは，自らの感性や言語感覚
を主体として俳句に親しみ，表現分析を通して明らか
になった作品のよさについて批評文を書いた。感想・
鑑賞から批評への過程においては，俳句に親しみ，解
釈を楽しみ，自らの感動が批評に表れる経緯を生徒自
身がメタ認知する必要がある。そして，教師には個々
の生徒に応じた指導が求められる。 
 批評活動は，個々の生徒の独自性・単元の目標・批
評の対象・学習活動などによって，様々に異なるレベ
ルの多様さをもっている。その多様性をめぐっては，
今後さらに具体的な指導を通した議論が必要である。 
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